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 第２章 ⾼齢者を取り巻く現状 

１．⼈⼝・認定率等の推移 
 
 ① ⼈⼝ 

知名町の⼈⼝は、平成 27 年の 6,326 ⼈から減少してきており、令和 2 年には 8.1％減の
5,813 ⼈となっています。 

⼈⼝構成別でみると、平成 27 年と⽐較し年少⼈⼝（0-14 歳）が 12.6％減の 808 ⼈、⽣
産年齢⼈⼝（15-64 歳）が 16.8%減の 2,831 ⼈となっています。そのうち、⾼齢者⼈⼝（65
歳以上）は増加傾向にあり、平成 27 年と⽐較し 8.8%増の 2,174 ⼈となっています。さら
に、前期⾼齢者及び後期⾼齢者別でみると、平成 27 年と⽐較し前期⾼齢者（65-74 歳）が
34.5%増の 1,076 ⼈、後期⾼齢者（75 歳以上）が 8.4%減の 1,098 ⼈となっています。 

また、⾼齢化率は、総⼈⼝の減少と⾼齢者数の増加に伴い、平成 27 年と⽐較して 5.8 ポ
イント増加しています。 
 
総⼈⼝と⾼齢化率の推移 

 
⾼齢者数の推移 
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⾼齢者数の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 世帯数 
 世帯数は徐々に減少しているものの、⾼齢者のいる世帯は増加傾向にあり、平成 27 年と
⽐較して 8.4%増の 1,607 世帯となっています。そのうち、平成 27 年と⽐較して⾼齢者の
みの世帯は 16.2%増の 1,234 世帯、⾼齢者独居世帯は 20.8%増の 807 世帯となっています。 
 
世帯数の推移 
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 ③ 要⽀援・要介護認定者数及び認定率 
  認定者数及び認定率は、平成 28 年から減少傾向にありましたが、令和 2 年には増加に転

じました。このうち、平成 27 年と⽐較して要介護 1 の認定者数が 31.0%の減、要介護 2 の
認定者数が 38.8%の増となっています。 

  また、性別別認定者数の割合では、男性が 28.7%、⼥性が 72.3%となっています。さら
に年齢階級別認定者数の割合では、75 歳以上が 91.6%を占めています。 

 
 認定者数・認定率の推移  

 
 
 
 

性別別認定者数 
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【出典】平成 27-30 年度：厚⽣労働省「介護保険事業状況報告（年報）」、令和元-２年度：「介護保険
事業状況報告（3 ⽉⽉報）」 
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【出典】厚⽣労働省「介護保険事業状況報告」9 ⽉⽉報
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年齢階級別認定者数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
調整済み重度認定率・調整済み軽度認定率 ※1 

 
 
 
※1 「調整済み認定率」とは、認定率の多寡に⼤きな影響を及ぼす、「第 1 号被保険者の性・年齢構成」の影響
を除外した認定率で、実際の認定率とは異なります。 
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【出典】厚⽣労働省「介護保険事業状況報告」9 ⽉⽉報
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 ④ 認知症⾼齢者の状況 
  認知症⾼齢者（認知症⾼齢者⽇常⽣活⾃⽴度Ⅱ以上）は、平成 27 年以降横ばいでしたが、
令和元年は 27 年と⽐較し 18.0%の減となっています。 
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 ⑤ 介護給付費 
  介護給付費は、平成 29 年以降横ばいとなっています。平成 27 年と⽐較して在宅サービ

ス費は 7.5%増の 345,300 千円、居住系サービス費は 5.5%増の 104,322 千円、施設サービ
ス費は 15.5%増の 222,278 千円となっており、３サービス合計で 9.7%増の 671,899 千円
となっています。 

 
 介護給付費の推移 
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２．介護予防・⽇常⽣活圏域ニーズ調査、⾼齢者等実態調査の結果 
 

（１）調査の概要  
 

① 調査の⽬的 
令和３年度から５年度までを計画期間とする⾼齢者保健福祉計画及び第８期介護保険

事業計画を策定するにあたり、⾼齢者等の実態や意識・意向を調査・分析するための基礎
資料とするものです。 

 
② 調査時期  令和元年 12 ⽉ 12   令和２年２ 13 ⽇ 

 
 ③ 調査の対象者及び⽅法 

調査の種類 ⼀般⾼齢者 在宅要介護者 若年者 

対象者 
要介護・要⽀援認定
を受けていない65歳
以上の者 

要介護・要⽀援認定
者で介護保険施設等
に⼊所していない者 

要介護・要⽀援認定
を受けていない40歳
から64歳までの者 

対象者の抽出 無作為に抽出 全員 無作為に抽出 

調査⽅法 

発送：郵送 

直接持込み） 

発送・回収ともに居
宅介護⽀援事業所の
介護⽀援専⾨員及び
地域包括⽀援センタ
ーの職員ほか 

発送：郵送 

直接持込み） 

 
 ④ 調査数及び回収率 

調査の種類 若年者 ⼀般⾼齢者 在宅要介護者 
配布数 400 件 400 件 232 件 
回収数 336 件 388 件 228 件 
回収率 84.0％ 97.0％ 98.3％ 

 
 ⑤ その他 
  ・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で⽰していますが、⼩数点

以下第２位を四捨五⼊しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合がありま
す。 
・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの⽐率であるかと
いう⾒⽅をしているため、回答⽐率の合計が 100.0％を超える場合があります。 
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（２）若年者調査 
 

 ① 将来の⽣活の不安について 
  将来の⽣活の不安について、「⾃分や配偶者の健康や病気のこと」の割合が 58.7％と最

も⾼く、次いで「⽣活費や⽼後の備えのこと」の割合が 51.1%、「⾃分や配偶者が介護を
必要とする状態になること」の割合が 46.2%となっています。（回答者数＝329） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

58.7%

46.2%

17.0%

51.1%

17.3%

5.8%

3.6%

23.1%

7.0%

21.0%

7.6%

0% 20% 40% 60% 80%
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⾃分や配偶者が介護を必要とする状態になること

頼れる⼈がいなくなり⼀⼈きりの暮らしになること

⽣活費や⽼後の蓄えのこと

家屋、⼟地・⽥畑やお墓などの財産管理や相続のこ
と

家族・親族との⼈間関係のこと

隣近所、友⼈との付き合いのこと

⼦ども、孫などの将来のこと

だまされたり、犯罪に巻き込まれたりすること

社会の仕組み（法律、税、社会保障、⾦融制度）や
⼈々の価値観が⼤きく変わってしまうこと

不安は感じない
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 ② 家族の介護について 
  家族（両親や配偶者など）の介護の経験がある⽅で、介護を理由に仕事を退職したり、

休職したりしたことがあるかについて、「仕事を退職したり休職したりしたことはない」
の割合が 71.5％と最も⾼く、次いで「仕事を退職した」の割合が 13.8%となっています。
（回答者数＝130） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ③ ダブルケアについて 
  ⼦育てと親の介護が同時進⾏となるダブルケアについて、無回答を除いて、「ダブルケ

アに直⾯したことはない」の割合が 31.0％と最も⾼く、次いで「過去にダブルケアを経
験している」の割合が 10.3％となっています。（回答者数＝329） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

仕事を退職した
13.8%

仕事を休職した
6.2%

仕事を休職したが介
護が終わり復職した

6.2%

仕事を退職したり休
職したりしたことは

ない
71.5%

無回答
2.3%

現在、ダブルケアに
直⾯している

2.4%

過去にダブルケアを
経験している

10.3% 現在直⾯しており、
過去にも経験がある

0.9%

数年先にダブルケア
の状態になる可能性

がある
0.9%

ダブルケアに直
⾯したことはな

い
31.0%

無回答
54.4%

- 13 -
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④ 介護予防について 
 ア 「介護予防」という⾔葉を聞いたことがありますかについて、「聞いたことがない」

の割合が 47.4%と最も⾼く、次いで「テレビ・ラジオ」の割合が 28.9％、「新聞・雑
誌」の割合が 143.％となっています。（回答者＝329） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ 介護予防のための取組で、県や町においてどのような取組に⼒を⼊れてほしい
かについて、「運動・転倒予防に関すること」の割合が 53.8%と最も⾼く、次いで
「認知症の予防・⽀援に関すること」の割合が 46.2%、「閉じこもりの予防・⽀援
に関すること」が 38.3%となっています。（回答者＝329） 
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11.9%
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14.3%
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医療機関・薬局

特定健康診査等の健診会場

県や町、地域包括⽀援センターの取組

ＮＰＯ法⼈の活動

⽼⼈クラブの活動

家族・友⼈・知⼈

聞いたことがない
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 ⑤ 認知症について 
  ア 認知症についての不安や⼼配なことはどのようなことかついて、「⾃分や家族が認

知症にならないか⼼配である」の割合が 55.0%と最も⾼く、次いで「認知症になっ
たときの対応や介護の仕⽅がわからない」が 25.2％となっています。（回答者＝329） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ 認知症の相談窓⼝を知っていますかについて、「知らない」が 45.9%と最も⾼く、
次いで、「地域包括⽀援センター」の割合が 34.7%、「医療機関」の割合が 25.5％と
なっています。（回答者＝329） 
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10.3%

55.0%
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25.2%
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家族のことで、最近「もの忘れ」が多くなるなど「おかし
いな？」と感じるが、単なる「もの忘れ」なのか、認知…

⾃分や家族が認知症にならないか⼼配である

⼼配事を相談したくてもどこに相談したらよいかわからな
い

認知症になったときの対応や介護の仕⽅がわからない

その他

不安なことや⼼配なことはない

34.7%

21.0%

6.4%

25.5%

1.5%

1.2%

1.2%

45.9%

0% 20% 40% 60%

地域包括⽀援センター

町（役場）

保健所（県）

医療機関

認知症疾患医療センター

認知症の⼈と家族の会

その他

知らない
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ウ 「若年性認知症」という⾔葉を聞いたことがある場合、どのような機会・場所で知
りましたかについて、「テレビ・ラジオ」の割合が 67.5％と最も⾼く、次いで「新聞・
雑誌」の割合が 23.1％、「聞いたことがない」の割合が 12.5％となっています。（回
答者＝329） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   エ 認知症サポーターについて知っていますかについて、無回答を除いて、「聞いたこ

とがない」の割合が 48.0％と最も⾼く、次いで「⾔葉は聞いたことがある」の割合
が 25.3％、「認知症サポーター養成講座を受けたことがある」の割合が 3.8％となっ
ています。（回答者＝329） 
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23.1%
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認知症サポーター養
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⾔葉は聞いたことが
ある
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無回答
23.0%
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 ⑥ ⾼齢社会への取組について 
  ⾼齢者が住み慣れた場所で安⼼して暮らしていける地域づくりのために県や町が⼒を

⼊れるべきことについて、「在宅での⽣活を続けられるような多様な福祉サービスや介護
サービスの整備」が 42.9%と最も⾼い割合でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

26.4%

35.6%

36.8%

42.9%

21.9%

21.3%

4.3%

7.0%

29.5%

28.3%

0% 20% 40% 60%

⾼齢者の⽣きがいづくり・ボランティア活動など
様々な社会活動への参加促進
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在宅での⽣活を続けられるような多様な福祉サービ
スや介護サービスの整備

特別養護⽼⼈ホームなどの施設サービスの整備

地域における⾒守り活動の促進

成年後⾒制度や⾼齢者虐待防⽌など⾼齢者の権利擁
護

⾼齢者に対する犯罪（窃盗、詐欺等）や交通事故防
⽌の対策

⾼齢者の⾝体が不⾃由になっても⽣活できる住宅の
整備

⾼齢者の外出・利⽤に配慮した公共交通機関の整備
や公共施設等（道路を含む）におけるバリアフリー

化
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 第２章 ⾼齢者を取り巻く現状 

（３）⼀般⾼齢者 
 

 ① 地域での活動 
  いきいき教室・⾜腰シャンシャン教室などの介護予防のための通いの場について、「参

加していない」の割合が 38.7％と最も⾼く、次いで「⽉ 1-3 回」の割合が 13.2％、「年に
数回」の割合が 10.9％となっています。（回答者数＝385） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ② 安全・安⼼な暮らし 
  災害時（台⾵や地震等）に、⼀⼈で避難の必要性を判断し、避難場所まで避難すること

ができますかについて、「⼀⼈で避難の必要性を判断し避難できる」の割合が 61.3％と最
も⾼く、次いで「避難の必要性は判断できるが、⼀⼈では避難できない」の割合が 15.3%、
「⼀⼈では避難の必要性を判断できないし、避難もできない」の割合が 5.7%となってい
ます。（回答者数＝385） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

週4回以上
1.3%

週2、3回
0.8% 週１回

0.0%⽉1-3回
13.2%

年に数回
10.9%

参加していない
38.7%

無回答
35.1%

⼀⼈で避難の必要性
を判断し避難できる

61.3%避難の必要性は判断
できるが、⼀⼈では

避難できない
15.3%

⼀⼈では避難の必要
性を判断できない

し、避難もできない
5.7%

わからない
5.5%

無回答
12.2%
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 第２章 ⾼齢者を取り巻く現状 

 ③ 将来の⽣活の不安 
  将来の⽣活の不安について、「⾃分や配偶者の健康や病気のこと」の割合が 58.4％と最

も⾼く、次いで「⾃分や配偶者が介護を必要とする状態になること」の割合が 41.6%、
「⽣活費や⽼後の蓄えのこと」の割合が 32.2%となっています。（回答者数＝385） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

58.4%

41.6%

25.2%

32.2%

22.3%

8.6%

4.4%

25.5%

7.3%

15.6%

11.4%

0% 20% 40% 60% 80%

⾃分や配偶者の健康や病気のこと

⾃分や配偶者が介護を必要とする状態になること

頼れる⼈がいなくなり⼀⼈きりの暮らしになること

⽣活費や⽼後の蓄えのこと

家屋、⼟地・⽥畑やお墓などの財産管理や相続のこ
と

家族・親族との⼈間関係のこと

隣近所、友⼈との付き合いのこと

⼦ども、孫などの将来のこと

だまされたり、犯罪に巻き込まれたりすること

社会の仕組み（法律、税、社会保障、⾦融制度）や
⼈々の価値観が⼤きく変わってしまうこと

不安は感じない
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 第２章 ⾼齢者を取り巻く現状 

 ④ ⽣きがいについて 
  ⽣きがいをどの程度感じていますかについて、「多少感じている」の割合が 37.7%と最

も⾼く、次いで「⼗分感じている」の割合が 27.3%、「あまり感じていない」の割合が 14.8％
となっています。（回答者数＝385） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ⑤ ⽣きがいを感じるときについて 
  ⽣きがいを感じるのはどんなときかについて、「⼦どもや孫など家族と団らんのとき」

の割合が 49.6%と最も⾼く、次いで「友⼈や知⼈と⾷事、雑談をしているとき」の割合
が 39.2%、「趣味やスポーツ・レクリエーション活動に熱中しているとき」の割合が 38.2%
となっています。（回答者数＝385） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⼗分感じている
27.3%

多少感じている
37.7%

あまり感じていない
14.8%

まったく感じていな
い

1.8%

わからない
7.0%

無回答
11.4%

34.3%

38.2%

9.4%

27.0%

49.6%

39.2%

31.7%

14.0%

28.3%

5.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

仕事に打ち込んでいるとき

趣味やスポーツ・レクリエーション活動に熱中していると
き

勉強や教養を⾼めるための活動に取り組んでいるとき

夫婦団らんのとき

⼦どもや孫など家族との団らんのとき

友⼈や知⼈と⾷事、雑談をしているとき

テレビを⾒たり、ラジオを聞いたりしているとき

ボランティアや地域の活動をしているとき

旅⾏に出かけたとき

⽣きがいを感じることはない
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 第２章 ⾼齢者を取り巻く現状 

 ⑥ 家族の介護について 
  家族（両親や配偶者など）の介護を理由に仕事を退職したり、転職したりしたことが

あるかについて、「仕事を退職したり転職したりしたことはない」の割合が 62.3％と最も
⾼くなっています。（回答者数＝385） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ⑦ 介護について 
  仮に介護を受けることになった場合、どのような介護を受けたいかについて、「家族に

依存せずに⽣活できるような介護サービスがあれば⾃宅で介護を受けたい」の割合が
27.3％と最も⾼く、次いで「⾃宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み合わせた介護
を受けたい」の割合が 25.5%となっています。（回答者数＝385） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

仕事を退職した
8.3%

仕事を転職した
2.1%

仕事を退職したり転
職したりしたことは

ない
62.3%

無回答
27.3%

⾃宅で家族中⼼の介
護を受けたい

13.0%
⾃宅で家族の介護と
外部の介護サービス
を組み合わせた介護

を受けたい
25.5%

家族に依存せずに⽣
活できるような介護
サービスがあれば⾃
宅で介護を受けたい

27.3%

有料⽼⼈ホームや⾼
齢者向けの住宅に

引っ越して介護を受
けたい
5.2%

特別養護⽼⼈ホーム
などの施設で介護を

受けたい
9.6%

医療機関に⼊院して
介護を受けたい

6.8% 無回答
12.7%
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 第２章 ⾼齢者を取り巻く現状 

⑧ 介護予防について 
 介護予防という⾔葉を聞いたことがありますかについて、「聞いたことがある」の割合
が 49.6%、「聞いたことがない」の割合が 34.5%となっています。（回答者＝385） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑨ 介護予防のための取組について 
 介護予防のための取組で、県や町においてどのような取組に⼒を⼊れてほしいかにつ
いて、「運動・転倒予防に関すること」の割合が 48.1%と最も⾼く、次いで「認知症の予
防・⽀援に関すること」の割合が 44.2%、「閉じこもりの予防・⽀援に関すること」が 32.7%
となっています。（回答者＝385） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

聞いたことがある
49.6%聞いたことがない

34.5%

無回答
15.8%

48.1%

30.6%

14.3%

32.7%

44.2%

19.0%

0% 20% 40% 60%

運動・転倒予防に関すること

栄養改善に関すること

⼝腔機能向上に関すること

閉じこもりの予防・⽀援に関すること

認知症の予防・⽀援に関すること

うつ病の予防・⽀援に関すること
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 第２章 ⾼齢者を取り巻く現状 

 ⑩ ⽇常⽣活で⼼がけていることについて 
  ⽇常⽣活で⼼がけていることについて、「病気の悪化や⾻折・転倒をしないように気を

付けている」の割合が 61.8％と最も⾼く、次いで「家事（仕事）などをするようにして
いる」の割合が 45.7％、「運動や趣味活動などをするようにしている」の割合が 42.3％と
なっています。（回答者＝385） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

61.8%

45.7%

42.3%

14.0%

40.3%

34.5%

24.9%

37.4%

0.8%

8.6%

0% 20% 40% 60% 80%

病気の悪化や⾻折・転倒をしないように気をつけて
いる

家事（仕事）などをするようにしている

運動や趣味活動などをするようにしている

健康に関する教室などに参加するようにしている

規則正しい⽣活をするようにしている

何事もくよくよしないようにしている

栄養管理に⼼がけている

⼈との交流や外出をするようにしている

その他

特に気を付けていない
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 第２章 ⾼齢者を取り巻く現状 

 ⑪ 認知症について 
  認知症についての不安や⼼配なことはどのようかことかついて、「⾃分や家族が認知症

にならないか⼼配である」の割合が 47.8%と最も⾼く、次いで「⾃分のことで、最近「物
忘れ」があり認知症ではないかと⼼配である」の割合が 24.4%、「認知症になったときの
対応や介護の仕⽅がわからない」の割合が 23.6％となっています。（回答者＝385） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 ⑫ 認知症の総合窓⼝について 
  認知症の相談窓⼝を知っていますかについて、「知らない」が 36.4%と最も⾼く、次い

で、「地域包括⽀援センター」の割合が 31.9%、「医療機関」の割合が 26.8％となってい
ます。（回答者＝385） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

24.4%

11.7%

47.8%

7.0%

23.6%

2.6%

17.1%

0% 20% 40% 60%

⾃分のことで、最近「もの忘れ」があり認知症では
ないかと⼼配である

家族のことで、最近「もの忘れ」が多くなるなど
「おかしいな？」と感じるが、単なる「もの忘…

⾃分や家族が認知症にならないか⼼配である

⼼配事を相談したくてもどこに相談したらよいかわ
からない

認知症になったときの対応や介護の仕⽅がわからな
い

その他

不安なことや⼼配なことはない

31.9%

16.4%

6.2%

26.8%

3.6%

1.3%

0.8%

36.4%

0% 20% 40%

地域包括⽀援センター

町（役場）

保健所（県）

医療機関

認知症疾患医療センター

認知症の⼈と家族の会

その他

知らない
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 第２章 ⾼齢者を取り巻く現状 

 ⑬ ⾼齢社会への取組について 
  ⾼齢者が住み慣れた場所で安⼼して暮らしていける地域づくりのために県や町が⼒を

⼊れるべきことについて、「在宅での⽣活を続けられるような多様な福祉サービスや介護
サービスの整備」が 44.2%と最も⾼い割合でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

27.0%

20.3%

38.7%

44.2%

15.3%

20.5%

2.3%

6.8%

27.3%

21.8%

0% 20% 40% 60%

⾼齢者の⽣きがいづくり・ボランティア活動など様々な社
会活動への参加の促進

⾼齢者が⽣涯働き続けられる環境づくり

健康づくり、介護予防や認知症予防のための取組

在宅での⽣活を続けられるような多様な福祉サービスや介
護サービスの整備

特別養護⽼⼈ホームなどの施設サービスの整備

地域における⾒守り活動の促進

成年後⾒制度や⾼齢者虐待防⽌など⾼齢者の権利擁護

⾼齢者に対する犯罪（窃盗、詐欺等）や交通事故防⽌の対
策

⾼齢者の⾝体が不⾃由になっても⽣活できる住宅の整備

⾼齢者の外出・利⽤に配慮した公共交通機関の整備や公共
施設等（道路を含む）におけるバリアフリー化
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 第２章 ⾼齢者を取り巻く現状 

（４）在宅要介護者 
 

① 家族や⽣活状況について 
 ア 介護・介助が必要になった主な要因について、「⾻折・転倒」の割合が 25.8％と最

も⾼く、次いで「脳卒中（脳出⾎・脳梗塞等）」の割合が 25.3％、「認知症（アルツ
ハイマー病等）」の割合が 23.0％となっています。（回答者数＝217） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

25.3%

7.8%

2.3%

9.2%

11.5%

23.0%

3.2%

6.0%

1.4%

10.1%

25.8%

0.9%

22.1%

16.1%

0.5%

0% 20% 40%

脳卒中（脳出⾎･脳梗塞等）

⼼臓病

がん（悪性新⽣物）

呼吸器の病気（肺気腫・肺炎等）

関節の病気（リウマチ等）

認知症(アルツハイマー病等)

パーキンソン病

糖尿病

腎疾患（透析）

視覚・聴覚障害

⾻折・転倒

脊椎損傷

⾼齢による衰弱

その他

不明
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 第２章 ⾼齢者を取り巻く現状 

  イ 「現在、何らかの介護を受けている」⽅で、主にどなたの介護・介助を受けてい
るかについて、「息⼦」の割合が 29.9％と最も⾼く、次いで「配偶者」の割合が 29.4％、
「娘」の割合が 27.9％となっています。（回答者数＝204） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ② からだを動かすことについて 
    ア 過去１年間に転んだ経験がありますかについて、「何度もある」の割合が 36.4％、

「１度ある」の割合が 20.2％、「ない」の割合が 42.5%となっています。（回答者
数＝228） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

29.4%

29.9%

27.9%

18.1%

2.5%

2.9%

22.5%

27.0%

0% 20% 40%

配偶者

息⼦

娘

⼦の配偶者

孫

兄弟・姉妹

介護サービスのヘルパー

その他

何度もある
36.4%

１度ある
20.2%

ない
42.5%

無回答
0.9%
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 第２章 ⾼齢者を取り巻く現状 

イ 転倒に対する不安は⼤きいですかについて、「とても不安である」と「やや不安」
を合わせると 85.9%となっています。（回答者数＝228） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ③ 家族・親族からの介護の状況について 

  ア 主に介護している⽅はどなたですかについて、「⼦」の割合が 43.8％と最も⾼く、
次いで「配偶者」の割合が 29.8％、「⼦の配偶者」の割合が 12.9%となっています。
（回答者数＝178） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

配偶者
29.8%

⼦
43.8%

⼦の配偶者
12.9%

孫
1.1%

兄弟・姉妹
1.7%

その他
9.6%

無回答
1.1%

とても不安である
57.0%

やや不安
28.9%

あまり不安でない
7.9%

不安でない
4.8%

無回答
1.3%
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 第２章 ⾼齢者を取り巻く現状 

  ④ 介護者の年齢について 
   主に介護をしている⽅の年齢について、「60 代」の割合が 35.4％と最も⾼く、次いで

「50 代」の割合が 20.8％となっています。（回答者数＝178） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ⑤ 介護者について 
  ア 介護をするにあたって、働き⽅を⼯夫していますかについて、「特に⾏っていない」

の割合が 36.4％と最も⾼く、次いで「介護のために「労働時間を調整（残業免除、
短時間勤務、遅番、早帰等）」しながら働いている」の割合が 29.9％となっています。
（回答者数＝77） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20歳未満
0.0%

20代
0.6%

30代
1.7%

40代
6.7%

50代
20.8%60代

35.4%

70代
16.3%

80歳以上
16.3%

分からない
1.7%

無回答
0.6%

36.4%

29.9%

16.9%

2.6%

14.3%

5.2%

0% 20% 40% 60%

特に⾏っていない

介護のために「労働時間を調整（残業免除、短時間
勤務、遅出、早帰等）」しながら働いている

介護のために「休暇」を取りながら働いている

介護のために「在宅勤務」を利⽤しながら働いてい
る

介護のために2-4以外の調整をしながら働いている

分からない
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 第２章 ⾼齢者を取り巻く現状 

イ 現在の⽣活を継続していくにあたって、介護者の⽅が不安に感じる介護等につい
て、「認知症への対応」の割合が 48.1％と最も⾼く、次いで「⾷事の準備」の割合が
36.8％、「夜間の排泄」の割合が 34.9％となっています。（回答者数＝106） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

27.4%

34.9%

17.0%

23.6%

13.2%

18.9%

23.6%

34.0%

27.4%

48.1%

7.5%

36.8%

28.3%

32.1%

4.7%

15.1%

8.5%

0% 20% 40% 60%

⽇中の排泄

夜間の排泄

⾷事の介助

⼊浴・洗⾝

⾝だしなみ

⾐服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療⾯での対応

⾷事の準備

その他の家事

⾦銭管理や⽣活⾯に必要な諸⼿続き

その他

不安に感じていることは、特にない

分からない
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 第２章 ⾼齢者を取り巻く現状 

ウ 在宅での介護を⾏う上で、現在困っていることや将来の不安はありますかについ
て、両⽅において「災害時の避難の際の援助」の割合が最も⾼くなっています。（回
答者＝106） 

 
  【現在の困りごと】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【将来の不安】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

17.0%

4.7%

3.8%

2.8%

17.0%

12.3%

6.6%

28.3%

23.6%

0% 20% 40%

経済的負担

介護に関する情報の⼊⼿⽅法がわからない

相談相⼿（理解者）がいない

在宅医療の提供体制（往診、訪問看護など）

緊急に施設・病院への⼊所が必要になること

住まい（⼿すりの取付、段差解消など）

近所や地域の⽅々の理解・協⼒

災害時の避難の際の援助

特に不安はない

36.8%

4.7%

4.7%

22.6%

36.8%

15.1%

7.5%

40.6%

13.2%

0% 20% 40% 60%

経済的負担

介護に関する情報の⼊⼿⽅法がわからない

相談相⼿（理解者）がいない

在宅医療の提供体制（往診、訪問看護など）

緊急に施設・病院への⼊所が必要になること

住まい（⼿すりの取付、段差解消など）

近所や地域の⽅々の理解・協⼒

災害時の避難の際の援助

特に不安はない
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 第２章 ⾼齢者を取り巻く現状 

エ 介護をする⽴場として、要介護者（要⽀援者）が現在利⽤しているサービスの満⾜
度について、「満⾜している」と「ほぼ満⾜している」を合わせた割合が 85.8％とな
っています。（回答者＝106） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オ 今後どのように介護を⾏っていきたいと考えていますかについて、「家族を中⼼に
在宅で介護を続けたい」と「介護保険サービス等も利⽤しながら、在宅で介護した
い」と「地域の⽅々の⼿助けや介護保険サービス等も利⽤しながら、在宅で介護した
い」を合わせた割合が 72.6%、「施設へ⼊所させたい」の割合が 19.8％となっていま
す。（回答者＝106） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

満⾜している
37.7%

ほぼ満⾜している
48.1%どちらともいえない

4.7%

あまり満⾜していな
い

2.8%

満⾜していない
0.0%

分からない
2.8%

無回答
3.8%

家族を中⼼に在宅で
介護を続けたい

4.7%

介護保険サービス等
も利⽤しながら、在

宅で介護したい
63.2%

地域の⽅々の⼿助け
や介護保険サービス
等も利⽤しながら、
在宅で介護したい

4.7%

施設へ⼊所
させたい

19.8%

その他
2.8%

無回答
4.7%
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